
書式第 12号 (法第28条関係)

令和 5年度 (2023年度) 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 グリーフケア・サポートプラザ

1 事業の成果
令和 5年度の活動は、4年にわたる新型コロナウィルス危機をようやく脱し、以前の様な事業を徐々に

再開して、対面とオンラインを併用して活動、孤立する自死遺族への支援を実施した。傾聴電話活動は、

週 3回、延べ 1,144件の自死遺族からの電話に対応することができた。対面での
「分かち合いの会」は

年 12回、合計 98名の参加者で実施し、「オンライン分かち合い会」も年 10回、合計 63名の参加者で

実施した。新規ボランティア養成研修も8名が参加し、新たに 8名が新規ボランティアに加わった。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業              (事 業費の総費用 【 2,679 】千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)
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支援・相談
事業

電話相談 (傾聴電話)

東京都特別週間への参加

毎週

火・木・土

11時～16時

3月・ 9月

事務所

所在地

31名

12名

不特定

多数

自死遺族

1.144名

(162日 )

150

支援・相談
事業

自死遺族分かち合いの会

オンライン分かち合い会

毎月第 3日曜

毎月第 1土曜

事務所

所在地

10名

10名

不特定

多数

自死遺族

98名

(12回 )

63名
(10回 )

150

研修事業

全スタッフ合同研修会

傾聴電話スタッフ振り返り

分かち合いスタッフ振 り返 り

1月 8日

4月 懇談

7.9.12.2月

毎月

オンライン

オンライン

オンライン

29名

31名

10名

スタッフ

29名

100名
(5回 )

72名
(12回 )

230

調 査 ・ 研 究
及び研究成果
の普及事業

ニューズレターの発行
8月 10日

2月 1日

事務所

所在地
8名
スタッフ

会員

200名 90

教育啓蒙事業

傾聴電話ボランテ ィア養成

講座

ホームヘージ管理

9月 23日 ～

ll月 25日

随時

オンライン

/対面

併用

15名

3名

不特定

多数

8名
(10回 ) 80
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書式第 16 28条 係 )

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人の管理規則によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
取り扱いがありません。

(2)固定資産の減価償却の方法

固定資産の減価償却はしていせん。

(3)引 当金の計上基準
退職給付引き当て金はありません。

〈1)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

該当する取引はありません。

(5,消 費税等の会計処理

消費税の取り扱いはありません。

2.事 業別損益の状況

内容 金額 算定方法

該当なし

2023年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人
グリーフケア・サポートプラザ

(単位 :

△
=↓[1貢 :管理部門事業部門計

事業事業事業事業
オ斗日

428000

1260441

77000

304500

2070238

177917

673173

302542

786987

570273

2679838

609600

I 経常収益
1.受取会費
2 受取寄附金
3 受取助成金等
4.事業収益
5 その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

人件費計
(2'その他経費
1.旅費交通費

2.通信運搬費

3.消耗品費

4.家賃地代
、リース料

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
(単位 :円 )

(



期末残高 備考当期増加額 当期減少額期首残高内容

ｎ

ｕ合計

′４ 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

(単 :円 )

5.固 定資産の増減内訳
(単位 :円 )

6.借 入金の増減内訳
(単位 :

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

(単位 :円 )

8 その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明ら
かにするために

必要な事項

事業費と管理費の按分方法

事業所の使用実態に基づき、光熱水費などを事業費77%、 管理費23%に接分している。

その他の事業に係る資産の状況

期末帳簿価額減価償却累計額減少 期末取得価額取得期首取得価額科 日

ｎ

ｕ
ｎ

ｕ
ｎ

ｕ

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

期末残高当期借入 当期返済期首残高科 日

ｎ
Ｕ

ｎ

ｕ合計

内、近親者
及び支配法
人との取引

内、役員と
の取引

計算書類に

計上された

金額
科 目

ｎ

ｕ
ｎ

ｕ

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表 )

貸借対照表計











14 崎山貴代

 
15
安田 りか




